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知識科学研究科 國藤 進
2008年10月19日

知識科学研究科の略歴

北陸先端科学技術大学院大学• 北陸先端科学技術大学院大学

（JAIST）の３番目の研究科

• 平成10年4月に学生受入れ開始

平成20年4月平成20年4月
前期課程 第11期生受入れ
後期課程 第9期生受入れ



2008/10/23

2

２１世紀は知識社会

• Ｋ．マルクス「資本論」１８６７

• M ウェーバー「職業としての学問」１９１７• M.ウェーバー「職業としての学問」１９１７

• Ｆ．マッハルプ「知識の生産と分配」１９６２

• Ｐ．Ｆ．ドラッカー「断絶の時代」１９６８

• Ｄ．ベル「脱工業社会の到来」１９７３

野中郁次郎 竹内弘高「知識創造企業」１９９６• 野中郁次郎、竹内弘高「知識創造企業」１９９６

• 杉山公造他編著「ナレッジサイエンス」２００２

知識生産（知識産業）：

Fritz Machlup（プリンストン大学）が1962年に提唱。

知識を「生産すること」は「発見すること、設計すること、計画するこ

とだけではなく、普及すること、伝達すること」も意味する。

知識産業：教育、研究開発、コミュニケーション・メディア、

情報サービス、情報機器、各種サービス学

1958年アメリカのGNPの29％（1364億ドル）

日本では島根大学法文学部野田哲夫教授（情報経済論）が

知識産業（商業、金融保険、不動産、運輸、通信放送、公務、

ビ 推計値 年サービス）の対ＧＤＰ推計値 63.8%(2000年）

小林俊哉特任准教授の計算によると

66.9%(2005年）とアップ
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国内最終需要計 %

農林水産業 4475104 0.9%

鉱業 121312 0%

0.9
0 0鉱業 -121312 0%

製造業 96401766 19%

建設 54002525 11%

電力・ガス・水道 8949070 1.8%

商業 62920695 12%

金融・保険 11941943 2.4%

不動産 57960776 11%

運輸 16155494 3.2%

情報通信 19565410 3.9%

0.0
19.0
11.0
1.8
12.0
2.4
11.0
3.2
3.9

66.9%

公務 37428210 7.4%

サービス 136552567 27%

分類不明 17751 0%

内生部門計(GDP) 506249999 100%

7.4
27.0
0.0
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知識創造社会の実現

「知識科学」の構築未来志向型科学

知識科学研究科のミッション

「知識科学」の構築

「知のクリエー
タ」
知識科学研究者

「知のコーディネータ
」

知識社会を担う人材の

人文社会系の知と
理工系の知の融合

未来志向型科学

研究科紹介2007

知識科学研究者
の養成 （博士） 輩出（修士）

個人の知

社会の知

自然の知

組織の知
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プロジェクト獲得状況
• COE「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」

• 知的クラスター創成事業「アウェアホームのための知的クラ タ 創成事業 アウ アホ
アウェア技術の開発研究」

• 知的クラスター創成事業「脳健診のためのネット
ワーク環境での情報統合技術の開発と新分野への
応用研究」

• 都市エリア産官学連携促進事業「ITと伝統素材によ都市 産官 携促 事業 伝統素材
る新商品試作システムの試作」

• 石川伝統工芸イノベータ育成ユニット

• グループワークによる知識創造教育

コース制教育のスタート

技術経営（ ）• 技術経営（ＭＯＴ）コース

• いしかわMOTスクール

• 知識メディア創造教育コース

• 統合科学技術コース

• サービス経営コース
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知識科学で何を体得さすか？

• 先端科学技術力＋α
ＯＥＣＤのＰＩＳＡ型テスト 数学力 読解力 科• ＯＥＣＤのＰＩＳＡ型テスト：数学力、読解力、科
学的リテラシー、問題解決力が毎年低下

• フィンランド教育、移動大学教育に注目

• 発想力、論理力、批判的思考力、表現力、

（グローバル）コミュニケーション力（グ ル） ミ ケ ション力

・問題解決力、フィールドワーク力、人間力の

育成強化

「知識科学専攻」一専攻に移行

• 新専攻設置の趣旨・必要性

• 平成８年、世界初の「知識科学研究科」を設置平成８年、世界初の 知識科学研究科」を設置

• 科学技術の知を社会に還元する「社会のための科学」を
開拓

• システム科学、情報学、社会科学などの多岐にわたる学
問や研究を統合し、新しい知識の獲得・創造・蓄積・活用
のメカニズムを探求

問題解決能力に長けた「知識社会のパイオニア」を養成• 問題解決能力に長けた「知識社会のパイオニア」を養成

• ２専攻（知識社会システム学専攻、知識システム基礎学
専攻）を統合し、１専攻（知識科学専攻）とする

• 理工系と人文社会系の「知」の統合

⇒ 新しい知の体系「知識科学」の確立
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新専攻における教育課程編成の
考え方・特色

• 多分野からの学生が入学してくることから

• 導入講義を充実し、短期間で知識科学の基幹・専門講
義を受講できるように教育する。

• 基幹講義として「社会知識領域」、「知識メディア領域」、
「システム知識領域」をバランスよく履修させ「複眼的・重
層的思考 を身 付けさ る層的思考」を身に付けさせる。

• 専門講義を選択させ、学生各自の専門を深める。

• 後期課程学生 ⇒ ３領域の先端講義を英語で講義

３つの領域
（１）社会知識領域

グループや組織、社会における知識の創造・共有・活用のプロ
セスを考究し、企業や行政官庁、非営利組織、さらには地域社
会等における知識経営と技術経営の実践的な技能・技術を習
得して、技術的・組織的・社会的イノベーションを創出できる有
為な人材を育成する。

• 教授 ： 近藤修司、井川康夫、梅本勝博、小坂満隆

• 准教授 ： 伊藤泰信

• 助教 ： 末永聡、杉原太郎

為な人材を育成する。
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近藤 修司 教授 井川 康夫 教授梅本 勝博 教授

MOT改革
人間力で日本企業を元気にする

技術経営
研究開発マネジメント

非営利・公共セクターの
ナレッジ・マネジメント

伊藤 泰信 准教授小坂 満隆 教授

知識の文化人類学
質的調査研究法

イノベーションプロセス
研究開発マネジメント

グループや組織、社会における知識の創造・共有・活用のプロセスを考究し、企業、行政官庁、非営利組織、地域社会等における知識経営と
技術経営の実践的な技能・技術を習得して、技術的・組織的・社会的イノベーションを創出できる有為な人材を育成する。

イノベーション
マネジメント

文化人類学 知識人類学

グループ
社会

技術経営

井川井川 康夫康夫 伊藤伊藤 泰信泰信

個人の知・集団の知

創造・洗練・継承

研究対象

社会知識領域

のの

組織
ダイナミックス

研究開発
マネジメント

人間力

ナレッジ
マネジメント

サービス経営

グ

組織

MOT改革実践 知識経営

・ テクノロジー・マネジメ
ント

・ イノベーション・マネジメ
ント

・ 次世代技術戦略
・ 暗黙知マネジメント
・ 創造性マネジメント
・ 技術ロードマップ
・ 電子情報通信産業競

争力

・ ローカルな生活知から
(学問を含む)専門知

にいたるコミュニティ
や組織における様々
な知を身体・社会・歴
史に埋め込まれたも
のとして捉える。

・ 「知」の生成・伝達・創

造のプロセスを探る
「知識人類学」研究

・ 文化人類学的・社会
学的フィールドワーク

産学診官連携

ダイナミックス

プロジェクト
マネジメント

理論と実践

小坂小坂 満隆満隆 梅本梅本 勝博勝博近藤近藤 修司修司

・ サービス・サイエンス
・ 研究開発マネジメン

ト
・ イノベーションプロセ

ス
・ 企業情報システム
・ 確率制御システム
・ プロジェクト・マネジメ

ント

・「知」の創造・共有・活
用の理論・手法

・ 企業・行政・NPO・地

域社会の現場への知
識経営の応用

・ 「知の創造」の理論構
築

・非営利・公共セクター
のナレッジマネジメン
ト実践手法開発

・ 成功の宣言文による
人間力向上

・ 経営技術競争力向上
・ 産学診官・NPO連携

による新産業創出
・ MOT改革実践
・ 改革人材の見える化

と改革の輪づくり
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JAIST東京MOT(技術経営)コースの特徴
1. 2003年10月、東京サテライトキャンパ

スに開講。(国内でも先陣を切る形で開
講)

2. 定員20名/学年の博士前期課程コース。
入学資格として社会人経験3年以上。
長期履修が可能。前期課程学生約70
名在籍、修了生は累積約60名。

(2008年8月末現在)

9. 産学連携によるアクションリサーチ。

10. 幅広い業種・職種・年齢層の学生が年齢
差を気にせず議論。(20歳代～60歳代、
平均40歳)

11. 平日18:30からと土曜日の開講(1週間集
中講義形式、社会人受講に配慮)。

12. 国際的産学連携GATIC活動を通して、最
先端MOTを導入( 年 月末現在)

3. 知識科学に基づくMOT。
4. 理論と実践の融合により、イノベーショ

ン創出人材を育成。(技術力+人間力)
5. 討論重視のインタラクティブ講義。

6. グループ討論による活発な意見交換を
通じての指導。

7. 少人数で家族的・自由闊達に意見交換
できる“知創場”プラットホーム。

8. 内部・外部から豊富な一線級講師陣に
よる教員集団指導体制。

先端MOTを導入。

13. 修士論文指導は個別ゼミと全体ゼミ方式
の活用により実施。(複数教員指導体制; 
コア教員: 井川教授、近藤教授、梅本教
授、小坂教授の４名)

14. 学術論文発表を奨励、これによりロジカ
ルに議論する能力を醸成し、国際的に活
躍できる人材を育成。(修論を修了要件と
して課しているため前期課程コース在学
生・修了生合わせた１３０名中３０名以上
が学会で研究論文発表。)

15 サービス経営コース(予定)との融合15. サ ビス経営コ ス(予定)との融合。

リニア・モデル

フィールドワーク
（知識人類学）

SECIモデル
（知識経営）

4画面思考法
（MOT改革実践）

調査 知識創造 実践

ノンリニア・モデル

技術経営
“知創場”
プラットホ ム

技術経営コース
20名/年 修士 70名在籍

サービス

サイエンス
研究会

技術経営

サービス経営

プラットホーム
全体・個別ゼミ

論理的ディベート
インタラクティブ
講義

20名/年 修士、70名在籍
（60名終了）、平均年齢
40歳 社会人学生

サービス経営コース
10名/年 修士
（情報科学研究科
10名/年 修士）

イノベーション
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３つの領域
（２）知識メディア領域

知識情報やメデ 情報に基づき 知識ベ シ テムをデザイ知識情報やメディア情報に基づき、知識ベースシステムをデザイ
ン・構築するための体系的理解を習得し、そこから知識創造ある
いはメディア創造に関する知識社会にふさわしい応用領域を開
拓できる有為な人材を育成する。

• 教授 ： 杉山公造、國藤進、ホー・バオ・ツー、池田満

• 准教授 ： 藤波努、由井薗隆也、永井由佳里

• 助教 ： 三浦元喜、羽山徹彩、河崎さおり、小倉加奈代、

森田純哉

杉山 公造 教授 國藤 進 教授 ホー・バオ・ツー 教授 池田 満 教授

知識創造支援学
システム知識学

創造性支援システム
知識システム

データマイニング
知識ベースシステム

オントロジー工学
知のモデリング

藤波 努 准教授 由井薗 隆也 准教授 永井 由佳里 准教授

知識創造支援
グループウェア

デザイン思考
創造的思考過程

身体知
認知症高齢者の介護
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知識を創造・洗練・継承する人間（個人・集団）の合理的かつ柔軟な行動・思考（演繹・帰納・発想等）を
理解・支援するメディアを構成するための最先端の情報通信技術について研究する。

オントロジー
考究環境 近赤外光

３次元デザイン
環境 デザインの科学

演繹 発想

オントロジー
工学

池田池田 満満
永井永井 由佳里由佳里

個人の知・集団の知

創造・洗練・継承
のの

研究対象

アウェアリウム

クラスタ計算機 モーション
キャプチャ装置

脳計測装置

大画面共同
作業環境

データマイニング 身体知の科学

帰納

藤藤 進進 杉杉 造造 藤波藤波 努努由 薗由 薗 隆也隆也

集団知の科学発想の科学

研究設備研究設備

・ オントロジー工学基礎技
術

・ オントロジー工学のKM
への応用，

・教育・医療サービス・情
報家電の分野でのオン
トロジー工学の応用研
究

・ デザインにおける創造

的なプロセス，特に，概
念創出プロセスの分析
と理論化

・ ユーザ視点からのデザ

イン創造の方法論の確
立，および支援技術の
開発

國藤國藤 進進 杉山杉山 公造公造Ho Ho BaoBao TuTu 藤波藤波 努努由井薗由井薗 隆也隆也

・ 機械学習の理論と応

用に関する先駆的研
究

・ たんぱく質の相互作

用のデータマイニン
グによる分析手法

・ セキュリティ保全性の

高いデータマイニン
グ技術

・ NM法・KJ法等を基礎

にした発想支援シス
テムの開発

・組織知活用支援シス
テムの開発

・アウェアネス支援シス
テムの開発（例：認知
症患者の支援）

・創造性の基礎理論の
構築

・ 知識科学研究の体系
化

・ 様々な新しい創発メ
ディアの開発・実証

・ 知識の可視化技術，

特に，グラフ描画ア
ルゴリズムの開発・
応用に関する研究

・ 大画面を共有した発

想支援システムの開
発・評価

・ グループ知識創造活
動の分析・理論化

・ グループ作業支援の

ための先端インタ
フェース技術の開発・
応用

・ 身体知解明の基礎技
術の開発と理論化

・ 技能（伝統技能など）

の分析とそれに基づ
く習得支援システム
の開発

・ 認知高齢者の介護支
援システムの開発

・

知識メディア創造教育コース
21世紀をサバイバルするための知識創造，メディア創造に関する方法論，技法，

技術 およびノウハウを修得

創造性を養う実践型のコース

企業 究 等 戦 な 優秀な 材を輩企業・研究所等の即戦力となる優秀な人材を輩出

分野 授業科目名 担当

基幹
知識創造システム方法論 西本

メディア創造システム方法論 山下

専門

知識創造論 國藤，三村，宮原

メディア創造論 宮田，椎尾

メディア・インタラクション論 西本，小倉

先端知識創造特論 金井 小暮 安倍
先端

先端知識創造特論 金井，小暮，安倍

先端メディア創造特論 宮田，永井，小暮，吉田

コース修了生の相次ぐ活躍
競争率の高い国際会議での発表(SIGGRAPH,)

受賞多数（芸術科学会論文賞(2005,2006)，IVRC2006総合優勝，日本創造学会論文賞，

KICSS2007優秀学生論文賞, 学生CGコンテスト入賞, Laval Virtualビデオゲーム賞など）
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暗黙知 発想、問題発見実践、OJT

形態知蓄積保存

インタラクティブ広告
談話の杜
ノウフー・サーチエンジン

データマイニング
Mind Mapping

Concept Mapping
BA, 発想跳び

Outline Processor
KJ‐editor, 草薙
D‐Abductor, 大魔人
電子ペンKJ法

スキルサイエンス（知の継承）

オントロジー工学

デザイン創造

デザイン

暗黙知 形式知

ノウフ サ チ ンジン

自己組織化KB
知識調節プログラム

電子 法

Group Coordinator
KM支援システム（知識共有）

KM支援システム（情報共有）

PERT／Time、Cosｔ、etc.
ワークフロー管理システム
会計管理システム

実世界指向ワークフロー管理システム

知識同化プログラム

教育支援システム
同室／遠隔教育支援GW

ディベート支援システム
DB KB

Meta
KB

オントロジーDB

デザイン実現

デザイン
具現化

形式知

知識メディア創造教育コース（毎年30名程度）

競争率の高い国際会議での発表(SIGGRAPH,)

受賞多数（芸術科学会論文賞(2005,2006)，IVRC2006総合優勝，日本創造学会論文賞，

KICSS2007優秀学生論文賞, 学生CGコンテスト入賞, Laval Virtualビデオゲーム賞など）

グループワークによる知識創造教育

連結、問題解決教育、内面化

法的論争システム

DB KB

３つの領域
（３）システム知識領域

システム思考やモデリング・シミュレーションなどのシステム科学
の基礎の体系的理解に基づき、多様なネットワークの創発、地域
社会の再生、言語の進化などの複雑な現象を分析し、それらの抱
える問題の解決に貢献する有為な人材を育成する。

• 教授 ： 本多卓也、中森義輝、吉田武稔

• 准教授 ： 林幸雄、橋本敬

• 助教 ： 堀井洋、山本知幸、ヒュイン・ナム、マ・ティエジュ



2008/10/23

13

本多 卓也 教授

中森 義輝 教授

吉田 武稔 教授

科学計量学
匠の世界

システムの数学的モデリング
コンピュータ・シミュレーション

組織的知識創造プロセス
情報統合技術

林 幸雄 准教授 橋本 敬 准教授

情報空間の数理モデル
複雑ネットワーク科学

メタ進化ゲームダイナミクス

システム思考やモデリング・シミュレーションなどのシステム科学の基礎の体系的理解に基づき、多様なネットワークの創発、
地域社会の再生、言語の進化などの複雑な現象を分析し、それらの抱える問題の解決に貢献する有為な人材を育成する。

ネットワーク
生態学

科学計量学知の
ダイナミクス

科学知の体系
認識論 創発原理

橋本敬橋本敬 本多卓也本多卓也

個人の知・集団の知

創造・洗練・継承
のの

研究対象

ダイナミクス

相互作用

言語学

組織システム

地域再生方法論
意志決定分析

態学

環境科学
感性情報処理

システム思考

システム方法論

吉 武稔吉 武稔

橋本敬橋本敬

森義森義 林幸雄林幸雄

ネットワーク科学知の複雑系科学

・ 知の構造の理解

・知識が生まれ・変化する
プロセスについて，ダイ
ナミクスと相互作用の側
面を重視した構成論的
アプローチ

・言語・認知・論理思考の
モデル化

・科学知の形成原理の解
明

・知識創造組織の経時変
化と社会全体の関係性
への科学計量学的アプ
ローチ

・匠の世界での知の創造・
洗練・継承プロセスの解
明

相互作用

シミュレーション

吉田武稔吉田武稔 中森義輝中森義輝 林幸雄林幸雄

・ 組織的知識創造を支

援するための情報統
合技術の開発・実証

・医療情報システム

・地域の歴史知識・観
光情報の統合情報シ
ステム

・身体知・暗黙知と論
理思考へのシステム
論的アプローチ

・ 知の統合と創造のた

めのシステム方法論
の理論化

・ 地域活性化方法論の

構築と，その現場で
の実証

・ 環境問題・経済問題

のシステム論的モデ
ル化と実証的問題解
決

・ 知の大局的ダイナミ
クスの解明

・モデル化・シミュレー
ションによる諸社会
現象のシステム科学
的解明

・頑強なネットワークの
構成原理の構築

・様々な富の流通を促
す社会構造・ダイナミ
クスの解明
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地域イノベーション 知識科学研究科の各研究室や地域・イノベーション研究センターでは、各研究の
特徴を活かして、地域イノベーション研究に取り組んでいる。

２．自治体との連携による調査研究事業の推進
（１）学官連携協定

平成18年に能美市、加賀市と学官連携協定を締結し、まち

づくりや産業振興 地域福祉などの課題解決にむけ 毎年

１．地域産業のニーズに密着した技術開発
先端科学技術と伝統工芸の融合による新商品・新事業の
創出（中森研究室）

（３）石川経営天書塾
平成17年度より石川県と連携し、地場企業の次世代経営者育成の

ための塾を開講しており、産業界のリーダーづくりに貢献している。
（小林研究室）
（４）地域再生システム論（内閣府連携講座）

平成18年度より内閣府と連携し「地域再生システム論」を開講し、

地域住民を広く体験聴講生として受け入れている。受講生は地域活
性化 福祉 環境 伝統工芸など多岐にわたるテーマで議論し 地域づくりや産業振興、地域福祉などの課題解決にむけて、毎年、

本学教員・学生と自治体関係部局が連携して、政策提言も含
めた調査研究事業を行っている。

（地域・イノベーション研究センター）

性化、福祉、環境、伝統工芸など多岐にわたるテーマで議論し、地域
再生計画を立案する。 これまで、山中漆器を核に地域再生を進める
「漆のふるさとを目指して」構想や能美市の九谷焼関係者による「九
谷再生ビジョン」が策定されており、地域活性化の知識基盤の役割を
果たしている。（知識科学研究科全体）
（５）石川伝統工芸イノベータ養成ユニット

平成19年度より伝統工芸産業を核にした地域活性化を担う人材

（伝統工芸イノベータ）の育成を行っている。産地を超えた異業種間
ネットワークの形成、国際見本市での受賞などの成果を挙げている。
（地域・イノベーション研究センター）

【主な業績】
論文：「大学と社会イノベーション」緒方三郎,小林俊哉『知識創造場

（２）「地方発の地域経済建て直し」政策に係る調査研究

加賀市の行政、市民団体、民間事業者とともに策定した加賀
市バイオマスタウン構想は、内閣府主催の「地方発の地域経
済建て直し」政策コンペにて最優秀賞（内閣府特命担当大臣
賞）を受賞し、連携して調査研究事業を行った。（中森研究室）

３．地域活性化人材の育成

地域イノベーションを実現する人材の育成に取り組んでおり、
人材ネ トワ クの形成に伴い 新たな研究課題を発見する 論集』北陸先端科学技術大学院大学・科学技術開発戦略センター，4，

5，1-8，2008年3月 他

学会発表：緒方三郎 中森義輝 小林俊哉「石川県の伝統工芸にお
けるMOT教育プログラム」 研究・技術計画学会第22回年次学術大
会講演要旨集 2007.
碇谷 勝 山本和義 小林俊哉「北陸先端科学技術大学院大学にお
ける学官連携協定の現状と展望」研究・技術計画学会第21回年次学
術大会講演要旨集 2006
2006 他

人材ネットワークの形成に伴い、新たな研究課題を発見する
場となっている。
（１）ＭＯＴ人材の育成

平成15年度に東京ＭＯＴスクール、平成16年度にいしかわ

ＭＯＴスクールを開講し、人材育成、ネットワーク化を推進して
いる。（知識科学研究科・マテリアルサイエンス研究科）
（２）のと・七尾人間塾

平成17年度より七尾市と連携し、七尾市周辺地域の活性化
を担う人材育成塾を開講している。 （近藤研究室）

知のダイナミクス

知識科学 ＝ メタ科学
（科学知の計量）

創発

Web進化複雑系の科学統合システム学

システム方法論 知の複雑系科学 ネットワーク科学

知識科学によるソーシャル・イノベーション

1. 地域産業のニーズに密着した技術開発
2. 自治体との連携による調査研究事業の推進

(1) 学官連携協定（加賀市・能美市）(1) 学官連携協定（加賀市 能美市）
(2) 「地方発の地域経済建て直し」政策に係る調査研究

（バイオマスタウン構想、内閣府特命担当大臣賞）
3. 地域活性化人材の教育

(1) MOT人材の教育（いしかわMOTスクール）
(2) のと・七尾人間塾
(3) 石川経営天書塾
(4) 地域再生システム論（内閣府連携講座）
(5) 石川伝統工芸イノベータ養成ユニット（科学技術振興調整費）
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宮田 一乘 教授 西本 一志 教授

知識科学教育研究センター

メディア創造
ビジュアルコンピューティング

山下 邦弘 准教授 金井 秀明 准教授

創造活動支援
インフォーマルコミュニケーション支援

ソフトウェア工学
ソフトウェア開発支援

アウェア技術
Web情報処理

研究科の目指す知の統合

• 文系の知と理系の知の統合（相互補完的利用）

• 科学的客観的な知と人間の主観的な知の統合

（世界レベルの研究と地域社会貢献の両立）

・ 先端科学技術知と実践的知の融合する場の提供
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学生

• 社会人、外国人、文系・理系を問わずあらゆる分野
から意欲ある学生を募集したい

• 問題解決能力のみならず問題発見能力もマスター
させる

• ダブルメジャ トリプルメジャ を極める知識創造• ダブルメジャー、トリプルメジャーを極める知識創造
人を育成する教育システムを導入する

• 関係性をアウェアできる創造的人材を育成する

パネル：知識科学の未来像

• 知識科学は創造的問題解決プロセスのモデルを提
供する（國藤）供する（國藤）

• 社会知識領域の成果と展望（梅本）

• 知識科学はイノベーションの視座を与える（永田）

• 知識科学への期待（櫻井）

• 学としての知識創造研究（下嶋）

• 知識創造の正当化と正当性 － システム方法論の
構築に向けて（吉田）

• 知識科学はメタ科学である（杉山）
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＊ 知識科学の全貌はまだ明確に姿を現していない。

＊ 三つの領域から尾根筋に沿って頂上にアプローチをし続けている。

＊ 頂上にあるのは“知識科学”山だろうか、あるいは別の山であろうか。

＊ 共創の精神あふれる三つの領域メンバの互恵と相互アタックによって

知識科学への再チャレンジ

共創 精神あふれる 領域 恵 相 アタック

“知識科学”山頂に辿り着く。

Mt. K.S.


